
経理情報●2021.11.10（No.1627） 4

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
公
表
停
止
後
の
実
務
対

応
報
告
40
号
の
取
扱
い
に
関
す
る
論

点
、整
理
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

去
る
10
月
20
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
７
１
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
１
年
12
月
に
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ

が
恒
久
的
に
停
止
さ
れ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
２
０
２
０
年
９
月
に
実
務
対

応
報
告
40
号
「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照

す
る
金
融
商
品
に
関
す
る
ヘ
ッ
ジ
会

計
の
取
扱
い
」
が
公
表
さ
れ
た
。
公

表
時
、
金
利
指
標
の
選
択
に
関
す
る

実
務
や
企
業
の
ヘ
ッ
ジ
行
動
に
つ
い

て
不
確
実
な
点
が
多
か
っ
た
た
め
、

実
務
対
応
報
告
公
表
の
約
１
年
後
に

金
利
指
標
置
換
え
後
の
取
扱
い
に
つ

い
て
再
度
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
。そ

れ
を
踏
ま
え
、
今
回
の
専
門
委

員
会
で
は
、
事
務
局
が
整
理
し
た
金

利
指
標
置
換
え
後
の
取
扱
い
に
関
す

る
論
点
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

論
点
１

２
０
２
１
年
３
月
に
英
国
金
融
行

為
規
制
機
構
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
、
ド

ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
一
部
に
つ
い

て
、
２
０
２
３
年
６
月
末
ま
で
公
表

停
止
を
延
期
す
る
旨
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
米
ド
ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ

Ｒ
の
後
継
金
利
へ
の
移
行
が
、
公
表

停
止
日
（
２
０
２
３
年
６
月
30
日
）

ま
で
に
行
わ
れ
ず
、
公
表
停
止
日
以

降
の
金
利
更
改
か
ら
後
継
金
利
に
移

行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
場
合
、

実
務
対
応
報
告
40
号
の
特
例
的
な
取

扱
い
の
期
限
を
超
え
た
期
間
に
お
い

て
、
米
ド
ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参
照

し
て
利
息
が
計
算
さ
れ
る
取
引
が
残

る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
は
前
記
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
場
合
、
追

加
的
な
特
例
的
な
取
扱
い
の
定
め
の

検
討
の
可
能
性
、
移
行
が
間
に
合
わ

な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
ど
の
よ
う
な
場

合
が
想
定
さ
れ
る
か
等
に
つ
い
て
、

分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
実
務
対
応

報
告
40
号
の
適
用
期
限
が
現
行
の
ま

ま
で
よ
い
の
か
十
分
に
議
論
す
べ

き
。
ま
た
、
米
国
当
局
が
公
表
し
て

い
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
な
ど
も
参
考
に
す
る
べ

き
」、「
適
用
期
限
が
１
年
程
度
延
長

さ
れ
れ
ば
、
実
務
上
は
特
段
の
問
題

な
く
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
事
務
局
は

「
米
国
の
状
況
も
分
析
し
つ
つ
、
適

用
期
間
の
延
期
に
つ
い
て
は
早
め
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
」
と
回
答
し
た
。

論
点
２

英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、
代
替
金
利
指
標

へ
の
移
行
が
困
難
な
既
存
契
約
へ
の

対
応
と
し
て
、
従
来
の
円
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｒ
の
一
部
の
タ
ー
ム
物
を
含
め
、

公
表
停
止
か
ら
１
年
間
の
２
０
２
２

年
12
月
末
ま
で
に
限
り
、
市
場
デ
ー

タ
を
用
い
て
算
出
す
る
疑
似
的
な

「
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
」

を
構
築
す
る
た
め
の
権
限
を
行
使
す

る
旨
も
あ
わ
せ
て
公
表
し
た
。

事
務
局
は
、
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
円

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、

実
務
対
応
報
告
40
号
に
お
け
る
取
扱

い
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
た
。

一
方
で
、
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
円
Ｌ

Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
へ
の
移
行
は
実
質
的
に
金

利
指
標
の
置
換
え
に
な
り
得
、
そ
の

場
合
は
実
務
対
応
報
告
40
号
の
金
利

指
標
置
換
え
後
の
特
例
的
な
取
扱
い

を
認
め
る
定
め
に
従
う
こ
と
に
な
る

こ
と
、
お
よ
び
タ
フ
レ
ガ
シ
ー
（
真

に
円
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
か
ら
の
移
行
が
困

難
な
既
存
契
約
）
に
該
当
す
る
例
が

国
内
で
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
実
務
対
応
報
告
40
号
を
改

正
し
て
取
扱
い
を
示
す
ニ
ー
ズ
は
乏

し
い
可
能
性
も
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
専
門
委
員
か
ら
は

「
タ
フ
レ
ガ
シ
ー
に
該
当
す
る
例
が

少
な
い
こ
と
は
同
意
す
る
が
、
海
外

で
は
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を

使
用
す
る
状
況
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

海
外
の
状
況
に
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
事
務

局
は
、「
海
外
で
使
用
さ
れ
る
場
合
で

も
、
日
本
基
準
に
お
い
て
ど
の
程
度

の
影
響
が
生
じ
る
か
を
も
う
少
し
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

そ
の
他
の
論
点

事
務
局
が
事
前
に
財
務
諸
表
作
成

者
（
一
部
の
銀
行
業
）
に
対
し
て
、

前
記
２
つ
の
論
点
の
照
会
を
行
っ
た

際
、
後
継
金
利
と
な
る
リ
ス
ク
・
フ

リ
ー
・
レ
ー
ト
等
の
特
定
や
利
用
等

の
進
捗
状
況
は
い
ま
だ
不
確
実
な
点

も
多
い
た
め
、
米
ド
ル
以
外
の
主
要

通
貨
も
含
め
て
、
実
務
対
応
報
告
40

号
の
特
例
的
な
取
扱
い
の
期
限
延
長

の
検
討
を
求
め
る
意
見
も
寄
せ
ら
れ

た
と
し
、論
点
１
、２
の
検
討
を
行
っ

た
う
え
、
対
応
の
必
要
性
を
検
討
す

る
と
し
た
。

第
４
６
８
回
親
委
員
会
の
審
議

10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
６
８
回
企
業
会
計
基
準
委
員
会
で

も
、
同
様
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
専

門
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
紹
介

し
つ
つ
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
論
点
１

委
員
か
ら
は
、「
日
本
企
業
に
と
っ

て
米
ド
ル
の
影
響
は
大
き
く
、
米
ド

ル
に
関
し
て
公
表
期
限
が
延
期
さ
れ

た
場
合
、
必
然
的
に
取
扱
い
の
期
限

も
延
び
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
意

見
が
挙
が
っ
た
。事
務
局
か
ら
は「
米

ド
ル
建
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
実
務
対
応
報
告
40

号
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
別

途
評
価
が
必
要
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

⑵　
論
点
２

委
員
か
ら
は
「
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
に
よ
っ
て
、
欧
州
の
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
適
用
企
業
の
経
過
措
置

の
取
扱
い
の
延
長
な
ど
の
状
況
に
影

響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の

議
論
に
お
い
て
も
、
そ
の
状
況
を
み

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と
の

意
見
に
つ
い
て
、事
務
局
か
ら
は「
諸

外
国
の
状
況
を
み
て
議
論
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
、
時
間
の
余
裕

が
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

⑶　
そ
の
他
の
論
点

委
員
か
ら
は
、「
少
な
く
と
も
１

年
間
の
再
延
長
が
必
要
」
と
の
意
見

が
挙
が
っ
た
。

ま
た
、「
延
期
に
関
す
る
意
見
の

ほ
か
、
利
用
者
か
ら
、
定
性
的
情
報

の
み
の
開
示
だ
け
で
は
な
く
、
定
量

的
情
報
も
開
示
す
べ
き
と
い
っ
た
要

望
は
聞
か
れ
て
い
な
い
か
」
と
い
う

質
問
に
つ
い
て
、事
務
局
か
ら
は「
特

段
の
意
見
は
聞
か
れ
て
い
な
い
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
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「
契
約
」
と
「
約
束
」
は
、
ど
こ
が

違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
契
約
は
、
約
束

の
一
種
で
す
が
、
約
束
よ
り
も
意
味

が
限
定
さ
れ
た
法
律
上
の
概
念
で
す
。

た
と
え
ば
、「
渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
前
で

友
人
と
待
ち
合
わ
せ
る
」
と
い
う
約
束

は
、
法
律
上
の
契
約
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
友
人
が
ハ
チ
公
前
に
現
れ
な
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
裁
判
所
に
強
制
的

に
連
れ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、「
商
品
を
売
っ
て
、

代
金
を
払
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
約
束

は
、
法
律
上
の
契
約
（
売
買
契
約
）
で

す
。「
契
約
」
と
い
う
約
束
を
結
べ
ば
、

法
律
上
の
権
利
・
義
務
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
相
手
が
義
務
を
果
た
さ
な
い
場

合
、
裁
判
所
に
訴
え
て
強
制
的
に
権

利
行
使
・
義
務
履
行
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
契
約
」
と
「
約
束
」

の
違
い
は
、「
法
律
上
の
権
利
・
義
務

が
発
生
す
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
点
に

あ
り
ま
す
。

契
約
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
締

結
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
会
社
の

従
業
員
と
な
る
労
働
契
約
、
商
品
を

購
入
す
る
売
買
契
約
、
製
品
を
作
る

請
負
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

役
務
提
供
契
約
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
の
基
本
的
な
原
則
は
、
以
下
の

２
つ
で
す
。
第
１
の
原
則
は
、契
約
が
、

口
頭
や
メ
ー
ル
に
よ
る
合
意
で
も
成
立

す
る
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
口
約
束
も
、

約
束
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う

に
、
契
約
も
、
原
則
と
し
て
、
口
頭

で
合
意
す
れ
ば
成
立
し
ま
す
。
第
２
の

原
則
は
、
契
約
の
内
容
は
、
原
則
と
し

て
自
由
に
決
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

（「
契
約
自
由
の
原
則
」
と
い
い
ま
す
）。

す
な
わ
ち
、
ど
ん
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
か
、
こ
れ
に
対
し
て
お
金

を
い
く
ら
支
払
う
か
、
細
か
い
条
件
を

ど
う
す
る
か
な
ど
は
、
当
事
者
の
間
で

自
由
に
決
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で
す
。

契
約
は
口
頭
で
も
成
立
す
る
の
に
、

な
ぜ
「
契
約
書
」
を
作
る
の
か
。
そ
の

主
な
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
２
つ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第
１
の
理
由
は
、
契
約
し
た
こ
と
の

証
拠
を
残
す
た
め
で
す
。
た
と
え
ば
、

契
約
ど
お
り
の
代
金
を
支
払
っ
て
も
ら

え
ず
、
民
事
裁
判
を
起
こ
す
と
し
ま

す
。
裁
判
で
は
、
ま
ず
「
契
約
が
成

立
し
た
こ
と
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
相
手
が
「
そ

ん
な
契
約
を
し
た
覚
え
は
な
い
」
と
主

張
し
始
め
る
と
、
契
約
が
成
立
し
た
こ

と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
、
敗
訴
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
契
約
し
た
こ

と
の
証
拠
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
す
。

第
２
の
理
由
は
、法
律
で
例
外
的
に
、

契
約
書
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。
契
約
の
基

本
ル
ー
ル
が
書
い
て
あ
る
「
民
法
」
は
、

対
等
な
当
事
者
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
取
引
で
は
、
事
業
者

vs
消
費
者
、
親
事
業
者
vs
下
請
事
業

者
な
ど
、
情
報
量
や
力
関
係
に
差
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特

定
商
取
引
法
や
下
請
法
と
い
っ
た
特
別

法
で
、
契
約
書
や
契
約
書
と
同
じ
効
果

が
あ
る
書
面
（
発
注
書
面
等
）
を
作
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や

す
い
取
引
に
つ
い
て
、
契
約
書
な
ど
を

作
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
保
証

人
と
の
契
約
は
、
書
面
ま
た
は
電
磁
的

記
録
で
締
結
し
な
け
れ
ば
、
効
力
が
発

生
し
ま
せ
ん
（
民
法
446
②
、
③
）。

せ
っ
か
く
契
約
書
を
作
っ
て
も
、
内

容
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
証
拠
と
し
て
の

価
値
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
契

約
書
が
証
拠
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
た

め
に
は
、
最
低
限
、
以
下
の
３
つ
の
事

項
が
盛
り
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
①
契
約
の
当
事
者
は
誰
と
誰
な

の
か
、
②
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的

な
内
容
、
③
代
金
額
ま
た
は
代
金
額

の
決
定
方
法
。
こ
の
３
点
を
記
載
し
、

契
約
の
日
付
、
お
互
い
の
署
名
（
ま
た

は
記
名
・
捺
印
）
を
入
れ
れ
ば
、
証
拠

と
し
て
の
契
約
書
の
基
礎
が
完
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
契
約
」と「
約
束
」の
違
い

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
〟

法
律
雑
学

金
　
　
融

原
油
価
格
上
昇
の
影
響
を
受
け
円
安

ト
レ
ン
ド
継
続
か

円
安
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。

４
月
よ
り
、
お
お
む
ね
１
０
９
―

１
１
０
円
台
の
レ
ン
ジ
内
で
推
移
し

て
き
た
米
ド
ル
／
円
相
場
だ
が
、
９

月
27
日
に
１
１
１
円
台
を
つ
け
る

と
、
そ
の
後
は
10
月
20
日
に
１
１
４

円
台
半
ば
を
つ
け
る
ま
で
ト
レ
ン
ド

が
持
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ロ

／
円
や
ポ
ン
ド
／
円
相
場
も
、
大
き

な
ト
レ
ン
ド
は
米
ド
ル
と
変
わ
り
な

い
。
こ
の
相
場
動
向
に
影
響
を
与
え

て
い
る
要
因
は
、
大
き
く
分
け
て
２

つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

１
つ
は
貿
易
収
支
の
赤
字
拡
大

だ
。
月
次
ベ
ー
ス
で
み
た
日
本
の
貿

易
収
支
は
、
過
去
１
年
間
、
お
お
む

ね
黒
字
で
推
移
し
て
き
た
が
、
８
月

と
９
月
は
連
続
し
て
６
、０
０
０
億

円
台
の
赤
字
だ
っ
た
。
対
前
年
同
月

比
で
み
た
品
目
別
寄
与
度
で
は
、
輸

出
で
は
自
動
車
の
減
少
、
輸
入
で
は

原
粗
油
の
増
加
が
最
大
だ
っ
た
。

さ
ら
に
も
う
１
つ
は
、
日
本
以
外

の
国
で
の
イ
ン
フ
レ
加
速
だ
。
米
英

の
消
費
者
物
価
は
、
コ
ア
指
数
で
今

年
に
な
っ
て
最
大
で
前
年
比
３
％
～

４
％
台
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
は
直
近
９
月
の
総
合
指

数
で
よ
う
や
く
プ
ラ
ス
、
一
部
を
除

き
コ
ア
指
数
で
は
依
然
マ
イ
ナ
ス

だ
。
市
場
の
関
心
も
、
欧
米
、
特
に

ア
メ
リ
カ
の
量
的
金
融
緩
和
策
の
出

口
戦
略
が
注
目
さ
れ
、
日
本
と
欧
米

と
の
金
利
差
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
原
油
価
格
の
上
昇
も
影
響

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
景
気
低
迷
か
ら
の
回
復
過
程

で
、需
要
の
伸
び
が
み
ら
れ
る
反
面
、

石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と

非
加
盟
産
油
国
が
10
月
４
日
に
増
産

拡
大
見
送
り
を
決
め
、
供
給
サ
イ
ド

は
絞
っ
た
ま
ま
だ
。
そ
の
た
め
、
原

油
価
格
の
上
昇
は
、
原
油
輸
入
国
の

通
貨
日
本
円
に
、
前
記
２
つ
の
側
面

か
ら
作
用
し
て
い
る
と
の
見
方
も
あ

る
。
原
油
は
円
安
加
速
と
ほ
ぼ
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
上
昇
を
加
速
し
、
Ｗ

Ｔ
Ｉ
価
格
で
10
月
22
日
に
は
80
ド
ル

台
半
ば
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。　

本
格
的
な
冬
の
需
要
期
を
迎
え
る

な
か
、
地
政
学
的
に
は
米
軍
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
と
い
う
中
東
情
勢

の
局
面
変
化
も
あ
り
、
原
油
価
格
下

落
の
見
通
し
は
当
面
つ
け
が
た
い
。

一
時
的
な
修
正
は
あ
っ
て
も
、
年
内

の
本
格
的
な
円
安
修
正
の
見
通
し
は

不
透
明
な
状
況
が
続
く
と
み
ら
れ

る
。
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日本・ＥＵの動向をチェック

公益通報者保護法制
の改正点と実務対応

企業不祥事の多発を受けて公益通報者保護法が昨年６月に改正され、来年６月までに施
行される予定だが、ここにきて消費者庁から８月に指針、10月に指針の解説が相次いで公
表され、詳細が明らかになってきた。一方、EUで2019年12月に公益通報者保護指令が施
行されたのを受け、EU加盟国は、本指令に基づいた国内法の制定を年内に行うべく準備を
進めている。
そこで本特集では、これらの改正動向のポイントとともに、企業の実務対応について解説

してもらった。国内はもちろん、グローバルでの内部通報制度の見直しにもお役立ていた
だきたい。

指針・指針解説の公表でみえてきた
改正公益通報者保護法の実務ポイント

グローバル内部通報制度見直しの契機に
ＥＵ公益通報者保護指令の概要と実務対応

西村あさひ法律事務所　弁護士・ニューヨーク州弁護士 山田　将之
西村あさひ法律事務所　弁護士・ニューヨーク州弁護士 石川　智也

西村あさひ法律事務所　弁護士 吉村　充弘

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年 
10月18日

「監査基準委員会報告書580「経営
者確認書」の改正について」（公開
草案）の公表

JICPA

収益認識に関する会計基準等の公表やその他会計基準の改正を踏まえた
もの。収益認識の注記、金融商品の時価算定に係る評価技法などに関し経
営者確認書の記載例等が改正されている。コメント期限は11月18日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20211018fca.html

―

2021年 
10月21日

金融庁告示57号
連結財務諸表の用語、様式及び作
成方法に関する規則に規定する金
融庁長官が定める企業会計の基準
を指定する件の一部を改正する件

金融庁

IASBが2021年６月30日までに公表したIFRSを、指定国際会計基準とす
るもの。具体的には、2021年５月７日に公表されたIAS12号「法人所得
税」の改訂が対象。公布の日から適用される。
https://kanpou.npb.go.jp/20211021/20211021h00600/20211021
h006000001f.html

―

証
　
　
券

コ
ロ
ナ
禍
沈
静
化
を
喜
べ
な
い
株
式
市
場

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

第
５
波
の
勢
い
は
、
８
月
末
を
ピ
ー

ク
に
衰
え
て
き
て
い
る
。
日
々
の
感

染
者
数
は
10
月
25
日
時
点
で
昨
年
初

め
以
来
の
最
低
水
準
と
な
り
、
株
式

市
場
に
と
っ
て
も
お
お
い
に
歓
迎
す

べ
き
事
態
の
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
株
価
は
10
月
中
旬
以

降
、
一
進
一
退
で
方
向
感
が
定
ま
ら

な
い
。
岸
田
新
首
相
は
内
閣
発
足
と

ほ
ぼ
同
時
に
衆
議
院
解
散
、
総
選
挙

に
踏
み
切
っ
た
が
、
政
権
の
実
績
が

争
点
に
な
ら
ず
、
選
挙
の
性
格
が
ぼ

や
け
て
し
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
と
こ
ろ
為
替
相
場

は
円
安
・
ド
ル
高
傾
向
が
目
立
ち
、

１
ド
ル
＝
１
１
４
円
台
ま
で
進
み
、

１
０
５
～
１
１
０
円
の
岩
盤
相
場
離

れ
を
思
わ
せ
る
動
き
を
強
め
て
い

る
。
以
前
な
ら
、
株
式
市
場
は
、
円

安
に
な
っ
た
、
輸
出
関
連
株
だ
、
海

外
生
産
株
だ
、と
喜
ぶ
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
は
円
安
へ
の
反
応
が

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
株
式
市
場

で
は
、
今
回
は
石
油
価
格
の
急
騰
を

反
映
し
、
輸
入
産
業
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
る
「
悪
い
円
安
」
で
あ
る
か

ら
、
評
価
で
き
な
い
と
の
見
方
も
あ

る
。

他
方
、
株
価
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
、
景
気
、
企
業
収
益
は
引
き
続

き
堅
調
で
あ
る
。
ま
も
な
く
中
間
決

算
の
発
表
が
本
格
化
す
る
が
、
非
製

造
業
の
一
部
を
除
き
好
調
な
内
容
が

期
待
さ
れ
る
。

10
月
の
株
価
の
も
た
つ
き
は
、
政

治
に
原
因
が
あ
る
と
の
声
も
あ
る
。

岸
田
内
閣
は
総
選
挙
後
、
本
格
的
に

動
き
出
す
と
み
ら
れ
る
が
、
首
相
は

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
「
成
長

と
分
配
の
好
循
環
」
を
肉
づ
け
す
る

具
体
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
必
要
が

あ
る
。

10
月
は
主
要
国
市
場
の
株
価
が
全

体
的
に
一
進
一
退
、
あ
る
い
は
わ
ず

か
な
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日

本
市
場
と
同
様
に
方
向
感
が
定
ま
ら

な
い
の
で
あ
る
。そ
の
理
由
と
し
て
、

原
油
価
格
の
急
騰
、
半
導
体
不
足
等

に
よ
る
供
給
体
制
の
乱
れ
な
ど
で
、

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
進
行
が
懸
念
さ

れ
、
そ
の
中
心
で
あ
る
米
経
済
と
米

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
が
ど
う
展
開
す
る

か
、
疑
心
暗
鬼
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
総
選
挙
後
の
新

内
閣
は
海
外
の
株
式
市
場
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
国
民
を
勇
気
づ
け

る
具
体
策
を
固
め
る
必
要
が
あ
る
。

経理用語の豆知識
継続企業の前提と後発事象

決算日後に継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる
ような事象または状況が発生した場合であって、当該事象
または状況を解消し、または改善するための対応をしても
なお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ、
翌事業年度以降の財政状態、経営成績およびキャッシュ・
フローの情報に重要な影響を及ぼすときは、重要な後発事
象として注記する。
①当該事象または状況が発生した旨およびその内容、②

当該事象または状況を解消し、または改善するための対応
策、③継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら
れる旨およびその理由、が注記事項である。決算日において
すでに存在していた状態で、その後その状態が一層明白に
なったものについては、継続企業の前提に関する注記の要
否を検討する必要がある。なお、決算日後において継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状
況が解消し、または改善した場合、注記を行う必要はない。

請求済未出荷契約

請求済未出荷契約とは、企業が商品または製品について
顧客に対価を請求したが、将来において顧客に移転するま
で企業が当該商品または製品の物理的占有を保持する契
約である。
商品または製品を移転する履行義務をいつ充足したか

を判定するにあたっては、顧客がその支配をいつ獲得した
かを考慮する。
支配の獲得は、一時点で充足される履行義務として、履

行義務が充足される時点で収益を認識することになるが、
そのうえで、①請求済未出荷契約を締結した合理的な理由
があること、②当該商品または製品が、顧客に属するものと
して区分して識別されていること、③当該商品または製品
について、顧客に対して物理的に移転する準備が整ってい
ること、④当該商品または製品を使用する能力あるいは他
の顧客に振り向ける能力を企業が有していないこと、のす
べての要件を満たす場合には、顧客が商品または製品の支
配を獲得することになる。


